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完全ワイヤレス社会実現を目指したワイヤレス電力伝送
の高周波化および通信との融合技術

研究概要：IoTデバイスの普及を爆発的に拡大させるために、B5Gでは電力も含めた完全ワイヤレス化
が重要な課題である。高効率・低干渉なシステムを実現するためにワイヤレス電力伝送のミリ波帯への
移行、ミリ波通信とワイヤレス電力伝送の連携・融合（周波数共用）、既存ミリ波通信基地局におけ
る電力利用についての研究開発を実施する。B5Gでは通信・電力伝送の完全ワイヤレス化を達成し、新
規ビジネス創出に向けたサービスプラットフォームを構築する。

1. ワイヤレス電力伝送のミリ波帯への移行
2. ミリ波通信とワイヤレス電力伝送の連携・融合（周波数共用）
3. ミリ波通信基地局における電力利用（デバイス共用）

完全ワイヤレス社会の実現

通信×ワイヤレス電力伝送

（一般課題024）

WPT: Wireless Power Transfer


